別表第二十八号　伝送主信号の構成(第32条第1項関係)
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注
1　この表において「スロット」とは第三十二条第一項に規定するスロットをいう。
2　電力拡散信号は、別記1のとおりとする。
3　インターリーブは、別記2のとおりとする。
4　変調方式のスロット割当ては、別記3のとおりとする。
別記1　電力拡散信号
1スーパーフレーム(48スロットを1フレームとし、8フレームで構成されるもの)を周期とし、各スーパーフレームの先頭の1バイトを除き、X15＋X14＋1(15次M系列)により発生する擬似乱数符号系列をスロット信号に加算する。この間、周期内のTS同期バイトには加算は行わないが、擬似乱数符号系列の発生は継続するものとする。
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：排他的論理和の演算素子
別記2　インターリーブ
インターリーブ方式は、バイト単位で8×203バイトのブロックインターリーブを行うものとし、スーパーフレーム方向で各フレームのスロット番号が同一のスロット間でインターリーブを行うものとする。
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別記3　変調方式のスロット割当て
変調方式及び内符号誤り訂正方式の符号化率に応じて下表に示すスロット数を最小単位として割当てるものとする。
変調方式(符号化率)
スロット数の最小単位
有効スロット数
無効スロット数

二相位相変調方式(1／2)
4
1
3

四相位相変調方式(1／2)
2
1
1

四相位相変調方式(2／3)
3
2
1

四相位相変調方式(3／4)
4
3
1

四相位相変調方式(5／6)
6
5
1

四相位相変調方式(7／8)
8
7
1

トレリス符号化八相位相変調方式(2／3)
1
1
0

